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協
議
委
員
会
は
今 

４
月
～
６
月
の
定
例
協
議
委

員
会
で
の
報
告
や
検
討
し
た
内

容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 
[

確
認]

井
ノ
口
と
の
共
有
地
で

あ
る
鈴
の
森
神
社
地
を
民
間
に
売

却
す
る
場
合
の
分
配
比
は
総
額
の

5
0

％
を
折
半
し
、
残
り
の5

0

％

は
両
地
区
の
戸
数
比
で
分
配 

② 

鈴
の
森
神
社
境
内
地
か
ら
の
雨

水
や
手
水
舎
か
ら
の
排
水
処
理 

③ 

防
犯
連
絡
所
を
区
内
に
３
軒 

④ 

公
民
館
下
水
道
接
続
工
事 

⑤ 

ゴ
ミ
分
別
収
集
徹
底
に
つ
い
て 

⑥ 

界
隈
展
街
角
キ
ャ
ン
パ
ス
再
考 

⑦ 

屋
台
保
存
委
員
会
設
置 

⑧ 

下
水
道
本
復
旧
舗
装
工
事
は
７

月
発
注
、
秋
祭
り
ま
で
に
終
了 

 

新
役
員
紹
介 

★
老
人
会 

（
４
月
６
日
改
選
） 

会
長 

木
村
正
一(

第
１ｸ

ﾗ
ﾌ
ﾞ
) 

第
２ｸ

ﾗ
ﾌﾞ

代
表 

宮
島
勇 

第
３ｸ

ﾗ
ﾌﾞ

代
表 

有
井
登 

就
任
に
あ
た
っ
て 

〔
木
村
正
一
〕 

老
人
会
の
皆
様
方
へ 

 

『
植
田
前
会
長
が
、
松
本
前
々
会

長
よ
り
急
き
ょ
バ
ト
ン
を
受
け
ら
れ

て
か
ら
５
年
と
８
ヶ
月
、
２
期
余
り

勤
め
ら
れ
た
功
績
は
甚
大
で
あ
り
ま

す
。
私
も
そ
の
間
４
年
、
老
人
会
の

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
バ
ス
旅
行

で
は
広
島
安
芸
の
宮
島
を
皮
切
り
に
、

北
陸
、
岡
山
、
京
都
、
南
国
土
佐
へ

と
旅
し
、
思
い
出
深
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
。
私
も
こ
の
よ
う
な
喜
ん
で

参
加
で
き
る
旅
行
が
で
き
た
ら
い
い

な
あ
・
・
・
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

見
識
も
教
養
も
な
い
小
生
で
す
が
、

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
仰

ぎ
、
１
期
だ
け
は
ガ
ン
バ
リ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。』 

★
商
工
部
会
（
５
月
２
５
日
改
選
） 

会
長 

古
井
徹
夫 

 

副
会
長 

埴
岡
政
秀 

 

副
会
長 

植
田
弘
造 

お
知
ら
せ 

★
霊
園
管
理
委
員
会
か
ら 

 

一
斉
合
同
清
掃
を
８
月
１
０
日
午

前
７
時
か
ら
行
い
ま
す
。
当
日
は
斜

面
の
草
刈
、
通
路
・
側
溝
な
ど
共
用

公
益
部
分
の
清
掃
に
従
事
し
て
く
だ

さ
い
。
尚
、
個
々
の
霊
地
内
の
清
掃

は
七
日
盆
ま
で
に
済
ま
さ
れ
ま
す
よ

う
配
意
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
先
に
回
覧
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
「
空
き
区
画
」
の
使
用

を
希
望
さ
れ
る
方
は
随
時
役
員
ま
で

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
（
標
準
霊
地

永
代
使
用
料
２
５
万
円
）。〔
小
谷
〕 

当
面
の
予
定 

７
／
２
７
～
８
／
３
辻
川
界
隈
展 

 

文
芸
作
品
展
示
・
隣
保
七
夕
飾
り
他

８
／
２ 

民
俗
学
の
夕
べ 

午
後 6:

00

～ 

夜
店
（
６
団
体
） 

6
:50

 

開
会
の
挨
拶
な
ど 

7
:00

 

福
崎
鳴
子 

7
:05

人
形
劇 

 
7:
30

タ
キ
オ
の
ソ
ー
ラ
ン
節 

 
7
:35

和
太
鼓 

 

エ
イ
サ
ー
踊
り 

8
:15

浪
花
の
猿
廻
し 

8
:50

辻
川
鬼
太
鼓
（
餅
ま
き
） 

［
文
化
担
当
〔
上
延
〕］ 

８
／
３ 

ク
リ
ー
ン
作
戦 

８
月
中
旬 

自
治
会
対
抗
親
善 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

９
月 

 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

  

◇
７
月
１
３
日(

日) 

夏
え
び
す 

 

１
０
時
に
神
主
様
お
祓(

は
ら)

い 

◇
７
月
２
０
日(

日) 

夏
ま
つ
り 

 

９
時
３
０
分
に
神
主
様
お
祓
い 

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数
お

詣
り
く
だ
さ
い
。［
８
隣
保 

埴
岡
］ 

 

事
業
報
告 

◆
４
月
５
日
（
土
） 

新
各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

① 

新
年
度
各
種
団
体
役
員
紹
介 

② 

第
２
３
回
運
動
会
説
明 

③ 

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
に
つ
い
て 

④ 

防
犯
グ
ル
ー
プ
設
立 

⑤ 

歩
道
橋
北
の
堰
溝
脇
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
・
２
隣
保
交
差
点
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
新
設 

等
々 

◆
４
月
２
７
日
（
日
） 

「
民
俗 

辻 

広
場
ま
つ
り
」（
福

崎
町
・
福
崎
町
教
育
委
員
会
主

催
）
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
幕

開
け
を
飾
る
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
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辻
川
歴
史
探
検
隊
に
寄
せ
て 

 
 
 
 

 
 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

 
辻
川
区
の
取
り
組
み
の
中
で
重
要
な
も
の

に
、
辻
川
ら
し
い
街
づ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
辻
川
ら
し
い
人
づ
く
り
と
言
い
換
え
て

も
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

将
来
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
よ
う
と

す
る
と
き
に
ま
ず
大
切
な
こ
と
は
、
我
々
が
住

ん
で
い
る
街
の
歴
史
と
文
化
を
よ
く
知
り
、
理

解
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
歴
史
探
検

隊
の
活
動
の
中
で
、
輝
か
し
い
辻
川
の
歴
史
が

現
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
、
ま
た
、
誇
れ
る
辻
川

区
の
存
在
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
老
若
男

女
が
集
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
新
し
い
辻
川
の

人
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
あ
ら
わ
れ
た
事
実

や
そ
の
活
動
は
是
非
、
後
世
に
つ
な
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
辻
川
の
歴

史
に
つ
い
て
研
究
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 

５
月
１
５
日
付
け
の
回
覧
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、 

隊
員
募
集
中
、
資
料
発
掘
中
で
す
。
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

          

5/11  有井堂前の 

ｱｽﾌｧﾙﾄから 筍
たけのこ

 

 

4/29  第２３回運動会 
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ま
し
た
。
辻
川
区
も
共
催
団
体
と

し
て
、
景
気
づ
け
の
「
ポ
ン
菓
子

屋
」
と
「
コ
ー
ヒ
ー
屋
・
カ
キ
氷

屋
」
で
出
店
参
加
。
協
議
委
員
・

商
工
部
会
を
中
心
に
岡
本
さ
ん
、

「
角
屋
」
さ
ん
の
全
面
的
協
力
を

得
、4

0
0

袋
余
り
の
ポ
ン
菓
子

を
完
売
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

の
２
倍
以
上
の
売
り
上
げ
で
す
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
カ
キ
氷
も
大

人
気
。
行
列
の
で
き
る
辻
川
店
に

な
り
ま
し
た
。 

◆
４
月
２
９
日
（
昭
和
の
日
） 

第
２
３
回
運
動
会 

５
０
０
名
の
辻
川
区
民
が
一

堂
に
会
し
、 

辻
川
山
の
新 

緑
を
背
に
ゆ 

っ
く
り
ゆ
っ 

た
り
三
十
四 

年
目
の
運
動 

会
を
楽
し
み 

ま
し
た
。
優 

勝
の
１
７
隣
保
（
４
１
点
）
は
前

回
大
会
の
雪
辱
で
す
。
元
気
な
子

供
た
ち
の
声
が
辻
川 

山
に
こ
だ
ま
し
ま
し 

た
。
ご
意
見
箱
に
は 

ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
「 

グ
ル
メ
＆
ゴ
ミ
分
別 

の
旅
」
に
関
す
る
意 

見
を
３
通
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

準
優
勝 

１
８
隣
保
（
３
８
点
） 

第
３
位 

１
４
隣
保
（
３
４
点
） 

◆
５
月
１
１
日
（
日
）
溝
普
請 

皆
さ
ん
の
協
働
に
よ
り
１
０

時
に
は
ダ
ン
プ
の
掃
除
も
終
え

ま
し
た
。
各
家
庭
の
公
共
下
水
道

へ
の
つ
な
ぎ
こ
み
が
さ
ら
に
進

め
ば
、
溝
普
請
の
内
容
検
討
が
必

要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

◆
５
月
３
１
日
（
土
） 

防
犯
グ
ル
ー
プ
集
会 

 

辻
川
区
か
ら
任
命
さ
れ
た
地

域
ヘ
ル
パ
ー
と
田
原
小
ス
ク
ー

ル
ヘ
ル
パ
ー
計
３
１
名
中
、
２
３

名
が
出
席
。
今
後
の
活
動
計
画
等

を
話
し
合
い
ま
し
た
。 

   

 

     
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

昭
和
初
期
の
辻
川
界
隈 

第
２
回 

 

『
家
の
東
は
郵
便
局
で
、
二
階
に
は

女
の
人
が
寝
泊
り
し
て
電
話
の
交
換

手
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
遊
び
に

行
き
、
歌
を
歌
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
長
目
の
祖
父
の
家
か
ら

蓄
音
機
を
借
り
て
裏
の
庭
の
縁
台
で

手
廻
し
で
鳴
ら
し
ま
し
た
。
米
若
の

「
佐
渡
情
話
」、
佐
藤
千
夜
子
の
「
東

京
行
進
子
」、
四
家
文
子
の
「
こ
の
太

陽
」、
藤
山
一
郎
の
「
神
戸
行
進
曲
」

等
、
郵
便
局
の
人
や
電
信
工
夫
さ
ん

も
来
ら
れ
、
皆
で
聞
き
ほ
れ
ま
し
た
。 

時
々
、
隣
村
か
ら
小
母
さ
ん
が
子

供
を
二
、
三
人
連
れ
て
、
川
魚
を
魚

籠(

び
く)

に
入
れ
売
り
に
来
ま
し
た
。

郵
便
局
の
裏
に
は
電
信
工
事
の
工
夫

さ
ん
の
詰
所
が
あ
り
、
そ
こ
の
工
夫

さ
ん
が
魚
を
買
い
、
井
戸
端
で
さ
ば

い
て
い
ま
し
た
。
あ
の
時
、
そ
こ
で

雀
の
丸
焼
き
を
竹
串
に
刺
し
た
の
を

見
ま
し
た
。 

隣
の
本
三
木
（
大
庄
屋
三
木
家
）
の

前
の
納
屋
の
庭
に
は
太
い
電
信
棒
が

横
積
み
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
三
木

の
東
に
は
煙
草
の
検
査
場
が
あ
り
、

各
地
か
ら
葉
煙
草
を
車
力
で
運
ん
で

き
ま
し
た
。
盛
況
で
し
た
。
並
ん
で

南
三
木
、
東
三
木
（
大
東
）
さ
ん
が

あ
り
ま
し
た
。
前
に
は
東
か
ら
洋
服

仕
立
て
の
戸
田
さ
ん
、
上
坂
の
呉
服

屋
、
多
田
う
ど
ん
屋
、
本
松
岡
、
日

用
雑
貨
衣
類
の
よ
ろ
ず
や
、
山
陽
無

儘
支
店
、
松
岡
の
お
針
の
師
匠
さ
ん
、

西
隣
は
山
下
散
髪
屋
、
そ
し
て
郡
役

所
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

神
崎
郡
役
所
（
建
物
は
今
の
歴
史
民

俗
資
料
館
）
に
は
県
の
土
木
出
張
所
も

あ
り
、
家
畜
の
病
気
を
診
る
獣
医
さ

ん
も
い
ま
し
た
。
前
庭
は
広
く
植
木

も
あ
り
、
皆
、
自
転
車
通
勤
で
し
た
。

私
達
は
よ
く
〝
か
く
れ
ん
ぼ
〟
を
し

て
物
置
や
裏
周
り
を
走
っ
て
遊
び
ま

し
た
。
選
挙
の
時
は
各
村
々
か
ら
投

書
箱
（
木
箱
）
が
運
び
こ
ま
れ
、
二

階
で
開
票
さ
れ
、
ベ
ラ
ン
ダ
で
発
表

さ
れ
賑
や
か
で
し
た
。
そ
の
西
隣
に

は
料
理
屋
「
た
け
の
や
」、〔
後
の
〕

神

戸
銀
行
、
斉
藤
時
計
店
、
女
給
さ
ん

二
人
の
カ
フ
ェ
ー
「
サ
ロ
ン
」、
前
は

有
井
の
煙
草
屋
、
タ
ク
シ
ー
屋
、
大

倉
の
＊
１

検
番
、
上
延
の
豆
腐
屋
、
夕

方
に
ざ
る
を
持
っ
て
よ
く
買
い
に
行

き
ま
し
た
。
居
酒
屋
も
あ
り
ま
し
た
。 

北
野
へ
行
く
道
（
上
坂
）
に
は
登

記
所
や
代
書
屋
が
あ
り
、
登
記
所
の

広
い
前
庭
で
は
盆
踊
り
を
し
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
上
坂
へ
の
角
に
は
カ

フ
ェ
ー
「
赤
玉
」
が
あ
り
ま
し
た
。

女
給
さ
ん
が
六
、
七
人
い
て
、
夕
方
、

赤
い
ネ
オ
ン
が
灯
り
、
拡
声
器
で
流

行
歌
を
流
し
て
い
ま
し
た
。
東
海
林

(

し
ょ
う
じ)

太
郎
の
「
赤
城
の
子
守
唄
」、

美
ち
奴
の
「
忘
れ
ち
ゃ
い
や
よ
」
等
、

歌
い
易
く
、
子
守
を
し
な
が
ら
覚
え

ま
し
た
。
隣
の
上
延
の
下
駄
屋
の
シ

ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
に
は
上
等
の
畳
表
の

〝
こ
っ
ぽ
り
〟
や
き
れ
い
な
赤
い
ビ

ロ
ー
ド
の
鼻
緒
が
つ
い
た
桐
下
駄
が

並
べ
て
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
西
方
に
は
、
薬
屋
二
軒
、
料

理
旅
館
二
軒
、
散
髪
屋
二
軒
、
か
し

わ
屋
、
米
屋
、
＊
２

洗
張(

あ
ら
い
は
り)

屋
、
鈴
の
露
の
酒
屋
、
風
呂
屋
、
＊
３

た
ど
ん
屋
、
油
屋
、
＊
４

蹄
鉄
屋
、
マ

ッ
チ
工
場
、
大
丸
ミ
ル
ク
工
場
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
。 

雑
貨
衣
類
何
で
も
そ
ろ
う
松
岡
栄

四
さ
ん
か
ら
西
に
は
、
松
岡
医
院
（
大

西
）
、
御
菓
子
屋
、
伊
藤
の
醤
油
屋
、

＊
５

指
し
物
屋
、
旅
人
宿
、
ブ
リ
キ
屋
、

呉
服
屋
、
材
木
屋
に
大
工
さ
ん
、
仏

壇
屋
、
農
機
具
屋･

･･

当
時
の
家
並
み

が
今
も
鮮
や
か
に
目
に
浮
か
び
ま
す
。

何
で
も
そ
ろ
う
便
利
な
村
で
し
た
。 

年
に
一
回
、
お
正
月
前
に
〝
＊
６

誓

文
払(

せ
い
も
ん
ば
ら)

い
〟
が
あ
り
、
各

店
が
軒
に
商
品
を
並
べ
安
売
り
を
し

ま
し
た
。
夕
方
に
は
他
の
村
か
ら
も

買
い
物
客
が
訪
れ
、
く
じ
引
き
も
あ

り
ま
し
た
。
足
袋
が
よ
く
売
れ
て
い

ま
し
た
。』
・
・・続
く
・・
・ 

（
紙
面
の
都
合
で
原
文
を
一
部
割
愛
、

変
更
し
ま
し
た
。
） 

＊
１ 

芸
者
屋
の
取
締
り
を
す
る
所
。
ま
た
、

芸
妓
の
取
次
ぎ
や
玉
代
（
料
金
）
の
清

算
な
ど
を
す
る
所
。 

＊
２ 

着
物
な
ど
を
ほ
ど
い
て
洗
濯
し
、板

な
ど
に
張
っ
て
し
わ
を
伸
ば
す
こ
と
、

板
張
り
・
伸
子
張
り
・
ア
イ
ロ
ン
仕
上

げ
な
ど
が
あ
る
。 

＊
３ 

木
炭
・
石
炭
の
粉
末
に
ふ
の
り
な
ど

を
ま
ぜ
、球
状
に
固
め
て
乾
し
た
燃
料
。 

＊
４ 

馬
の
ひ
づ
め
の
底
に
装
着
し
て
、ひ

づ
め
の
摩
滅
・
損
傷
等
を
防
ぐ
鉄
具
。 

＊
５ 

箱
、
机
、
た
ん
す
な
ど
、
木
を
さ
し

合
わ
せ
て
作
っ
た
家
具
や
器
具
を
作

る
こ
と
を
業
と
す
る
家
。 

＊
６ 

近
世
、
陰
暦
十
月
二
十
日
の
京
都
の

行
事
。
今
で
も
こ
の
日
の
前
後
、
京
阪

の
商
店
は
安
値
の
売
出
し
を
す
る
。 

6/20「旧辻川郵便局」

が国登録有形文化財

に指定されました。 

 

田
原
校
区
子
供
会 
球
技
大
会 

▽
６
月
２
２
日
（
日
） 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
女
子
） 

● 0
 

― 2
 

大
門  

○ 
2
 

― 0
 

田
尻 

予
選
リ
ー
グ
一
勝
一
敗
で
決
勝
ト 

ー
ナ
メ
ン
ト
へ
は
進
め
ず
、
残
念
。 

▽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
は
二
度 

雨
天
順
延
に
な
り
、
７
月
５
日
に
。 

 

ナイス 

ファイト！ 


